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長
ほ
か
６
名
の
職
員
で
受
講
し
ま
し
た

。

　
九
月
四
日
に
は

、
早
川
町
長
の
講
義
を

、
キ
ャ
ン
プ
生
と
事
務
所

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

係
す
る
現
場
や
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

、
砂
防
事
業

講
を
は
じ
め

、
現
在
の
砂
防
事
業
の
状
況
・
地
域
産
業
と
砂
防
の
関

」
を
テ
ー

マ
に

、
過
去
の
被
災
地
の
現
地
調
査
・
災
害
体
験
談
の
聴

い
富
士
川
流
域
の
暮
ら
し
を
守
る
南
ア
ル
プ
ス
の
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
学
ぶ

　
今
年
度
は

、
一
名
の
大
学
生
が
参
加
さ
れ

、

「
土
砂
流
出
の
著
し

プ
砂
防
ｉ
ｎ
富
士
川

」
を
開
催
し
ま
し
た

。

で
将
来
を
担
う
砂
防
の
土
木
技
術
者
育
成
の
場
と
し
て

、

「
キ
ャ
ン

　
富
士
川
砂
防
事
務
所
は

、
九
月
三
日

（
月

）
か
ら
七
日

（
金

）
ま

か
け
し
ま
す
が

、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
県
道
の
大
型
車
等
の
通
行
や

、
騒
音

、
振
動
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お

　
現
在

、
年
内
完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

。

上
げ
る
こ
と
で

、
以
前
よ
り
災
害
に
強
い
道
路
に
整
備
い
た
し
ま
す

。

て

、
固
め
て
道
路
を
造
る
工
法
に
て
行
う
と
共
に

、
路
盤
の
高
さ
を

　
復
旧
す
る
バ
イ
パ
ス
は

、
雨
畑
川
の
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し

本
格
着
工
と
な
り
ま
し
た

。

本
年
六
月
の
台
風
四
号
に
よ
る
堆
砂
土
砂
の
除
去
後

、
八
月
上
旬
に

関
係
者
な
ど
ご
協
力
に
よ
り

、
施
工
の
承
諾
や
立
木
伐
採
が
行
わ
れ

、

　
工
事
は

「
近
藤
工
業
株
式
会
社

」
が
二
区
間
と
も
受
注
し

、
土
地

ま
す

。

流
失
し
た
為

、
富
士
川
砂
防
事
務
所
に
て
復
旧
工
事
を
行

っ
て
お
り

　
本
村
バ
イ
パ
ス
は

、
昨
年
９
月
に
来
襲
し
た
台
風
の
影
響
に
よ
り

し
ま
し
た

「
本
村
バ
イ
パ
ス

」
の
工
事
進
捗
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す

。

　
平
成
二
十
四
年
三
月
末
に
本
村
地
区
に
て
工
事
説
明
会
を
実
施
致
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現場にて熱心に説
明を聞くキャンプ生 

辻早川町長

の講義 

春木川にて 
現場の厳しさ

を体験 

≪本村バイパスの復旧状況≫ 

 本
村
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
雨
畑
川
） 
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の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で

、
次
回
も
多
く

座
や
実
際
の
現
場
を
間
近
で
見
学
で
き

期
に
行

っ
て
お
り
ま
す

。
専
門
家
の
講

　

「
富
士
川
砂
防
塾

」
は
毎
年
こ
の
時

に
な
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

。

て
い
た
だ
き

、
熱
心
に
講
義
を
お
聞
き

現
れ
か

、
四
十
五
人
の
人
達
に
参
加
し

　
み
な
さ
ま
方
の
防
災
意
識
の
向
上
の

施
設
の
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

推
進
機
構
　
理
事
　
坂
口
哲
夫
氏
の
講
義
と
共
に
春
木
川
の
崩
壊
地
と
砂
防

の
警
戒
避
難
に
つ
い
て

」
と
題
し

、
財
団
法
人
　
砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
整
備

　
九
月
二
十
九
日
に
は
早
川
町
民
会
館
に
て

、

「
最
近
の
土
砂
災
害
と
住
民

す

。

現
地
見
学
を
セ

ッ
ト
に
し
た

「
富
士
川
砂
防
塾

」
を
年
３
回
開
催
し
て
い
ま

識
や

、
砂
防
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

、
講
座
と

　
当
事
務
所
で
は

、
住
民
の
皆
様
に

、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知

地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

。

　
今
年
の
六
月
に
上
陸
し
た
台
風
４
号
は

、
梅
雨
前
線
を
刺
激
し

、
全
国
各

全
国
の
い
ず
れ
か
で
大
規
模
崩
壊
が
発
生
し
て
い
ま
す

。

中
豪
雨
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

。
ま
た

、
数
年
毎
に

　
近
年

、
全
国
的
に
は

、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
集

昭
和
五
十
七
年
災
害
か
ら
三
十
年
目
の
年
で
す

。

 
今
年
は

、
山
梨
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

、

あ

っ
た
ら
迷
わ
ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

。
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す

。

　
役
場
か
ら
の
防
災
情
報
に
注
意
し
て

、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
案
内
が

」
の
発
生
も
想
定
さ
れ
ま
す

。

域
の
民
家
に
危
険
が
及
ん
だ
り

、
土
砂
が
河
川
を
せ
き
止
め
る

「
天
然
ダ
ム

近
や
雨
畑
川
・
春
木
川
流
域
に
集
中
し
て
い
て

、
大
規
模
な
山
崩
れ
で
下
流

　
早
川
町
に
お
い
て
も

、
深
層
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
地
域
は
静
岡
県
境
付

発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す

。

砂
災
害
全
体
と
比
べ
れ
ば

、
深
層
崩
壊
の
割
合
は
低
い
で
す
が

、
ひ
と
た
び

一
件
の
発
生
を
確
認
し
て
い
ま
す

。
毎
年
概
ね
千
件
程
度
発
生
し
て
い
る
土

ち
る
現
象
で

、
平
成
十
三
年
か
ら
平
成
二
十
二
年
の
十
年
間
で
全
国
で
三
十

 
深
層
崩
壊
と
は

、
表
土
層
だ
け
で
な
く

、
深
層
の
地
盤
ま
で
も
が
崩
れ
落

 

坂口哲夫氏 

辻早川町長 
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